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 地盤には様々な地下空洞が存在します。石炭などの鉱物を掘削した後の廃坑跡空洞や戦時中の防空壕、
石灰岩地帯に数多く存在する鍾乳洞さらには近年問題になっている地下埋設管の老朽化による損傷穴か
らの土砂流出による空洞などが挙げられます。これらの地下空洞は、その地下空洞の規模と深さにもより
ますが、空洞崩壊が地表面に影響を及ぼすことが多いです。特に、地表面から約 30mまでに存在する空
洞は浅所陥没の危険性があるといわれています。 沖縄においては、琉球石灰岩層に存在する鍾乳洞や島
尻層群泥岩に存在する防空壕がしばしば問題になっています。特に、鍾乳洞は観光地あるいは戦争遺跡と
して多くの人が訪れる場になっていることが多く、その安全性の確認が重要になってきています。 
 琉球石灰岩の安定性を評価するためには、ボーリングコアを採取して、岩石物性値を求め、それを基に
岩盤分類手法を用いて岩盤の物性値を推定する必要がります。その基本となるボーリングコアが本来の
石灰岩の状態を表していないことがわかってきました。図-1の上図はコア径が 50mmで採取したボーリ
ングコアで下図は 66mmで採取したものです。比較的近傍で採取されたものですが、明らかに 50mmの
ものは破砕されていることがわかります。さらに、別の地点で摩擦力を低減させ極力岩盤を傷めないで採
取したボーリングコアを図-2 に示します。亀裂の多い 50mmのコアが真ん中に示してありますが、ほと
んど亀裂のないコアが採取されています。図-3 のような地下空洞の安定解析を実施する際に、用いる物
性値は正しく評価されたものを用いるようにすべきだと考えています。  
 

       

図-1：コア径の異なるボーリング
 

図-2：特殊ボーリングによるコア 
 

図-3：地下空洞解析モデル 


